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└ऍᯃល┖� 2050年目標のୡ成に޲けてʙ基礎研究の推進と࿈ڧܞ化ʙʜʜʜʜʜʜʜ 鈴木 จ඙（ 1）

└ោ᰺ીᐠ̍ለኴીೖ┖

(A1ೝ証に൐う効果とೝ証推進に޲けた対応策 ʜʜʜʜʜ 田ࢁ ༸จ，൧田 ୓ࢻ（ 2）
機ց学習によるςンαイ収量予ଌアϓϦの開発と予ଌ݁果の分ੳ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ۚ୩ 真ر，⁋ ത೭（ 8）

└ၔᭂ　北ໟᦐ農උʊɩɰʪ๨ыݳթʍম᮰ʇᦞড়ጐ┖

気候変動下で拡大する北海道ワイン産地ź栽培適域の変ભと適応策ʜʜʜ 根ຊ 学（ 15）
多発޲܏に対応した秋まき小麦の赤さび病防除対策ʜʜʜʜ 新ଜ তݑ，小૔ ྰಸ（ 23）

└૮᜖౓̍ו౓ໍוթΟА┖

地域の୲い手を対象とした水稲高密度播種栽培技術の定着・೾及
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ஛಺ ௚༸，ੴ原 ୓࿕，ࢁຊ ਖ਼ߒ，ଜ 有ل重（ 31）

└௮ႈ̍ಅፚ̍ለኴϥጇᎶς┖

地域農業技術センター࿈བྷ会ٞ（/A5&C）の今後の活動について
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ /A5&C事຿ہ，北農会ฤ集部（ 38）
ॻධ「北の大地の開୓・農業・農業ஂମの原点とي੻を୳る」ʜʜʜʜʜ ஛中 ल行（ 42）

└Ꮆς̍ɩᇽʨɺ┖

理事会およびධٞ員会の開催と໾員等のબ೚ʜʜʜʜʜʜʜʜ ެӹஂࡒ法人 北農会（ 44）

└κʍթɬ┖

ᶗ 立研究開発法人農業・৯品産業技術総合研究機構ࠃ 北海道農業研究センターʜ （ 46）
ᶘ 地方ಠ立行੓法人 北海道立総合研究機構 農業研究ຊ部ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ （ 48）

└ᐁᭂাឧ┖ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ （ 50）




